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太陽マイクロ波・ラジオ波エネルギーが水惑星地球の 
生命細胞エンジン「ミトコンドリア」を育む

栁 田　祥 三＊

はじめに
筆者は太陽エネルギーの化学的変換貯蔵の研究

として，光触媒，色素増感太陽電池に関する研究，
さらに松村竹子先生が世界で最初に見出されたエ
チレングリコールを溶媒とするルテニウム錯体の
マイクロ波クイック合成反応をマイクロ波熱触媒
反応としてその研究を発展させた 1）．ここ 12 年間，
上記の会合系分子の反応プロセスは，量子力学で
説明されるべきとの考えを中辻博先生から学んだ．
Wavefunction 社が Q-Chem 社と共同で開発した
量子化学計算ソフト Spartan を用いて，密度汎関
数理論（Density functional theory）に基づく分
子モデリング（DFT/MM/Spartan）に取り組ん
できた．
太陽からの電磁波エネルギーにはマイクロ波・
ラジオ波エネルギーが含まれることに筆者が注目
したきっかけは二つある．2年前，Geology 2022
から地球温暖化のテーマで依頼講演を受けたこと
がその一つである．「Carbon dioxide is by no 
means the cause of climate change, and solar 

radio radiation causes climate change. Forecast 
/ Verification by Quantum Chemistry Molecular 
Modeling」と題する基調講演をする機会をいた
だいた 2）．
もう一つきっかけは，太陽光からのマイクロ
波・ラジオ波エネルギーによる，生命細胞内ミト
コンドリア小胞体内の水和酸素の活性化である 3）．

太陽マイクロ波・ラジオ波エネルギーについて
図 1は太陽からのマイクロ波・ラジオ波エネル
ギー放出の電波望遠鏡での観測結果である．
ラジオ波エネルギー‘（432～80 MHz）は太陽
上層部の灼熱領域から放出されていることを示示
しており，太陽マイクロ波・ラジオ波エネルギー
とは，波数表示 0.57 cm-1 から 0.02 cm-1 の遠赤外
線（FIR）エネルギーである．
図 2は大気圏上（黄色）および地表（赤色）に
おける太陽スペクトル放射照度（ワット／平方
メートル／ナノメートル）を示す．紫外線領域か
ら可視光線領域の放射強度に比べて，赤外線
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図 1．太陽からのマイクロ波とラジオ波エネルギーの電波望遠鏡観測写真
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（IR）領域（波長 5μ，波数 4000 cm-1）までの放
射強度は小さく，さらに遠赤外線（FIR）スペク
トル領域 ;[500～0 cm-1］に相当するマイクロ波・
ラジオ波領域（14THZ ～ GHz ～ MHz-KHz）の
電磁波エネルギーの地球への影響は無視されてき
た．しかし，太陽マイクロ波・ラジオ波エネル
ギーが地球に届いていることは，イギリスの物理
学者ウィリアム・クルックス（1832‒1919）が発
見したと言われているRadiometer, Lichtmuehle 4）

を用いて知ることができる（図 3）．

マイクロ波エネルギーは水分子会合系に吸収
され，熱（赤外線）エネルギーに変換される．
電子レンジ（2.54 GHz）を日常用いている方は，
マイクロ波エネルギーで水が短時間に沸点まで加
熱できる事実はよくご存知であろう．水溶液を構
成する水分子会合体は，マイクロ波エネルギーを
吸収し，赤外線（熱）エネルギーに変換された結
果，熱（赤外線）エネルギーを発生する 5）．
図 4 は，DFT/MM/Spartan によって求められ
た，水分子の 3 量体 (H2O)3 の平衡立体構造
[ts-(H2O)3] の IR/FIR スペクトルである．略字 ts
は trigonal symmetry の表示である．
熱（IR）放出波数領域 2000～500 cm-1 とマイ

クロ波・ラジオ波エネルギーに相当する FIR の
吸収・発振領域 500～0 cm-1 の 2 領域のスペクト
ルを，分けて解析した．FIR 領域の波数 200 cm-1，
211 cm-1，401 cm-1，408 cm-1 における吸収・発
振のエネルギーは，水分子間の振動によることが，
DFT/MM/Spartan で確認できる．IR（熱）領域
の 572 cm-1，1634 cm-1，1636 cm-1 に お け る 吸
収・熱（IR）放出のエネルギーとは，O-H 変角
とO-H面内変角によることもDFT/MM/Spartan
で確認できる．
太陽マイクロ波エネルギー量は，IR/FIR スペ
クトルに表示される最大ピークの波数単位のエネ
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図 3．Radiometer, Lichtmuehle
羽の翼に浸透性の高いマイクロ波・ラジオ波（遠赤外
線）が当たると，「白色の雲母面」よりも「黒い雲母面」
の方が遠赤外線を多く吸収してThermo-upconversion
により暖められ，高温側から低温側へ空気がわずかに
動き回転運動を起こす［2］．

図 2． 大気圏上（黄色）および地表（赤色）における太陽スペクト
ル放射照度（ワット /平方メートル /ナノメートル）．



Transactions of The Research Institute of
Oceanochemistry Vol. 38 No. 1, Apr., 2025 5

ルギー量を，そのスペクトル波数とスペクトル強
度（Intensity）との積で評価する 6）．[ts-(H2O)3] の
遠赤外線領域（500～0 cm-1）の吸収エネルギー
の総和（207,016 cm-1 x intensity）が，赤外線領
域（2000～500 cm-1）の放出熱エネルギーの総和
（520,434 cm-1 x intensity）に変換されることで，
水分子会合体 [ts-(H2O)3] は瞬時に加温されると理
解する．マイクロ波・ラジオ波の熱（IR）エネ
ルギーへの変換をThermo-upconversion と呼ぶ．

太陽マイクロ波・ラジオ波エネルギーは，海
洋の水，大気の蒸気・窒素・酸素，氷河・氷
山の氷に吸収されて熱エネルギーに変換され
気温を生み出す．
地球表面の 70% は海洋で覆われている．海洋
を構成する水 6 分子会合体 [(H2O)3(H2O)3] は，水
分子の 3量体 [ts-(H2O)3] の 2 量体会合構造として
求められた．図 5 に，[(H2O)3(H2O)3] の Thermo-
upconversion の解析結果を示す．

 

 

熱(IR)放出波数領域 2000~500 cm-1 とマイクロ波・ラジオ波エネルギーに૮౲
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図 4． 水分子の 3量体 (H2O)3 で最も大きな生成熱（DE＝-19.9 kcal/mol）を与えた平衡立体構
造 [ts-(H2O)3] の IR/FIR スペクトル
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図 5．海水を構成する水分子会合体 [(H2O)3(H2O)3] の Thermo-upconversion 解析
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DFT/MM/Spartan で求められた生成熱は
-73.2 kcal/mol, と求められ，[(H2O)3(H2O)3] は安定
で密度の高い平衡立体構造である．その IR/FIR
スペクトルでは，FIR 領域吸収エネルギーの総和
（A）が大きく，IR 領域の熱放出エネルギーの総
和（B）はさらに大きい，遠赤外線エネルギーが
赤 外 線（熱） エ ネ ル ギ ー へ の Thermo-
upconversion 比率 B/A は，21.6 と求められた．
その B/A 値は，水 3 分子会合体 [ts-(H2O)3] に求
められたB/Aの 10 倍で，太陽のマイクロ波・ラ
ジオ波のThermo-upconversion は海洋水に対し
て大きく作用し，海流の温度形成に寄与している
ことを検証している．
太陽マイクロ波・ラジオ波は地球大気も加温す
る．大気の 99% が窒素と酸素である．大気の蒸
気圧が高い場合，窒素と酸素は水分子と会合して
いると考える．また，凍結した水，氷河・氷山も
太陽マイクロ波・ラジオ波で加温されると予見し
た．図 6 に，大気中の水分子会合体 [tr-(H2O)2]，
水和窒素 [N2(H2O)2]，水和一重項酸素 [1O2(H2O)2]，
氷の平衡立体構造 [cyclic(H2O)3] を示した．表 1に，
それらの生成熱（ΔE）と Thermo-upconversion
解析結果をまとめた．いずれの平衡立体構造も安
定に存在し，太陽マクロ波・ラジオ波を吸収して
thermo-upconversion によって加温されることが
確証できた．
注目すべきは，水和 1重項酸素 [1O2(H2O)2] と氷

[cyclic(H2O)3] が，大気中の水 3 分子会合体 [ts-

（H2O]3] と水和窒素 [N2(H2O) よりも，太陽マクロ
波・ラジオ波エネルギーによって加温されやすい
ことである．太陽マクロ波・ラジオ波エネルギー
による水和 1重項酸素 [1O2(H2O)2] の加温は，春先
の北極海における植物プランクトンの光合成反応
の始動を意味する．春先になると太陽マイクロ・
ラジオ波エネルギーが増すからである．なおまた，
春先の梅の木の発芽も，太陽マイクロ波・ラジオ
波エネルギーによる加温と考える．また，マスコ
ミが地球温暖化現象でよく引用する氷山の崩壊は，
春先に増大する太陽マイクロ波・ラジオ波エネル
ギーの仕業であろう．

ある。୉ـのৢـѻ͗߶い৖߻，஢素と酸素は⽔෾ࢢと会߻していると͓ߡ
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と༩ݡした。図図̔̔に，୉ـ஦の⽔෾ࢢ会߻体[[ttrr--((HH2222))22]]，⽔和஢素[12(H22) 
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いͥれのฑཱིߩ体ߑଆも҈ఈにଚࡑし，太陽マクロ波・ラジオ波をٷफして

tthheerrmmoo--uuSSccoonnYYeerrssiioonn によってՅԻされること֮͗ৄできた。 

 

 

図 6． DFT/MM/Spartan で求めた大気中の水分子会
合体と氷モデルの平衡立体構造

 

஭໪す΄きは，⽔和̏॑ߴ酸素[122(H22)2]とත[cyclic(H22)3]͗，୉ـ஦の⽔

3 ෾ࢢ会߻体[ts-(H22]3]と⽔和஢素[12(H22)よりも，太陽マクロ波・ラジオ波

エネルギーによってՅԻされΏすいことである。太陽マクロ波・ラジオ波エネ
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෼ϕランクトンの光߻੔ൕԢの࢟ಊをқັする。ॡ઎に͵ると太陽マイクロ・
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陽マイクロ波・ラジオ波エネルギーによるՅԻと͓ߡる。Ήた，マηコミ͗ஏ
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ラジオ波エネルギーのۂ࢕であΘう。 

 

太太陽陽ママイイククロロ波波・・ララジジオオ波波ははミミトトココンンドドリリアアかかららののエエネネルルギギーー൅൅⽣⽣ををүү΋΋。。  

 

ώクτリア，ϕランクトン，૸ྪ，৪෼，ྪڗ，ಊ෼，ਕؔにࢺるસての⽣命

表 1．酸素分子と窒素分子および氷の thermo-upconversion 解析
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太陽マイクロ波・ラジオ波はミトコンドリア
からのエネルギー発生を育む．
バクテリア，プランクトン，藻類，植物，魚類，

動物，人間に至る全ての生命体の細胞は，ミトコ
ンドリア小胞体から生成するエネルギーで駆動し
ている．ミトコンドリア小胞体からの最初の化学
エネルギーは，水和スパーオキサイドアニオンラ
ジカ [O2-*(H2O)2] である．DFT/MM/Spartan で求
めた反応スキームがそのことは検証する．
水和 1重項酸素の強い酸化力でD- グルコース

を酸化して水和スパーオキサイドアニオンラジカ
[O2-*(H2O)2] を与える．太陽マイクロ波・ラジオ波
エネルギーは，ミトコンドリア小胞体内の
[O2-*(H2O)2] 生成を熱的に加速する．
なお，[O2-*(H2O)2] は安定（ΔE=-15.0 kcal/mol）
であり，高い電子電位 +0.97 eV を持つ．ミトコ
ンドリアの脂質 2分子膜上に蓄積されると，脂質
2分子膜上に容量性電流（交流電流）を誘導する．
このことは，ミトコンドリア小胞体の [O2-*(H2O)2]
エネルギーは，マイクロ波・ラジオ波エネルギー
を発生させることになる．ミトコンドリア小胞体
からのマイクロ波は細胞内の代謝反応を熱的に育
むことになる．

むすび
NHK BS 103 で 2023/11/15 放映の「ヒューマ

ニエンス」の番組で，早稲田大学体温研究所の永
島計教授が，「ミトコンドリアからのエネルギー
が熱を発生して，体温を維持している」と紹介さ
れた．このことは，ミトコンドリアに発生する交
流電流が，マイクロ波・ラジオ波を発生させるこ
とで細胞を温めるとのDFT/MM/Spartan の予見
結果と一致する．
本研究は，DFT/MM/Spartan を PC 上で化学
反応の知識を背景に行った．分子・ラジカル・ラ
ジカルイオン種が相互作用するナノメーター世界
は，「量子の世界」である．「量子の世界」のエネ
ルギーは，フロンティアー電子の波動関数で検
証・評価できる．DFT/MM/Spartan は，これか
らの分子科学を拓く手法として発展することを
願っている 7,8）．
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